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２．主な指標項目ごとの状況

 

(3)基盤の整備、施設整備

（国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果概要）

老朽・狭隘施設解消対策に取り組むも、経年等により老朽施設の割合は増加老朽・狭隘施設解消対策に取り組むも、経年等により老朽施設の割合は増加

平成18年度804万㎡（31.9%）→平成19年度828万㎡（32.5%）

ただし、狭隘施設は減少ただし、狭隘施設は減少

平成18年度312万㎡（11.0%）→平成19年度308万㎡（10.8%）
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老朽・狭隘施設面積割合の推移

（出典）文部科学省による
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２．主な指標項目ごとの状況

 

(4)特色や特性を生かした国立大学の活動

（国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果概要）

人財育成や創造的・先端的な研究活動の裾野を広げることは重要であり、人財育成や創造的・先端的な研究活動の裾野を広げることは重要であり、各地における各地における国立大学の役割は大きい国立大学の役割は大きい

研究論文引用数の上位３０大学（平成１９年実績）をみると、三大都市圏の国立大学でシェア５４％、その他の国立大学でシェア
３５％となっており、それぞれの国立大学が大きな役割を担っている。

地方圏の大学では、大学発ベンチャーの設立が活発である。

国立大学がおかれている状況よって、収益構造には差がある。

都市圏、地方圏の大学発ベンチャー設立数

（出典）経済産業省「平成19年度大学発ベンチャー基礎調査」

  

（出典）文部科学省による

（出典）文部科学省による

（出典）文部科学省による
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２．主な指標項目ごとの状況

 

(5)附属病院の運営状況について

（国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果概要）

業務損益業務損益はは1717.1.1％の増益％の増益

平均在院日数の短縮、化学療法の充実等による外来患者の増加等による大幅な増収、及び、医薬品や診療材料等の在庫管
理を徹底するなどの診療経費の節減等経営努力による。

附属病院運営費交付金が逐年減額される中附属病院運営費交付金が逐年減額される中、実質赤字状態の病院が、実質赤字状態の病院が3838％を占める％を占める

42附属病院中6附属病院において業務欠損が発生。

旧国立学校特別会計における長期借入金の償還を勘案した修正損益ベースでは、16附属病院が実質赤字状態。

国立大学法人附属病院財務状況の推移
（出典）文部科学省による
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２．主な指標項目ごとの状況

 

(6)臨床研究について

（国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果概要）

附属病院の教員は、教育時間は減少、診療時間は増加、附属病院の教員は、教育時間は減少、診療時間は増加、
研究時間は減少と感じる割合が多い研究時間は減少と感じる割合が多い

平成平成1515年から年から1818年にかけて、世界全体の論文数が年にかけて、世界全体の論文数が77％％
増えたにも係わらず、日本全体では増えたにも係わらず、日本全体では1010％低下％低下

臨床医学論文数の推移
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臨床医学研究の国際競争力
（出典）国立大学協会「国立大学附属病院の経営問題に関する第4次アンケート」
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（出典）国立大学協会「国立大学附属病院の経営問題に関する第4次アンケート」


	国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果概要（平成19事業年度）
	１．国立大学法人等の全体像  (1)収入・支出
	１．国立大学法人等の全体像  (2)教職員構成
	２．主な指標項目ごとの状況　 (1)産学官連携
	２．主な指標項目ごとの状況　 (2)人材
	２．主な指標項目ごとの状況　 (2)人材
	２．主な指標項目ごとの状況　 (2)人材
	２．主な指標項目ごとの状況　 (3)基盤の整備、施設整備
	２．主な指標項目ごとの状況　 (4)特色や特性を生かした国立大学の活動 
	２．主な指標項目ごとの状況　 (5)附属病院の運営状況について  
	２．主な指標項目ごとの状況　 (6)臨床研究について  



